
心肺蘇生法の授業を行いました 
 

 

４月１７日（木）生活支援技術（医療的ケア）の授業で看護師の先生より心肺蘇生について学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あっぱくんライトを使用して、まずはどの程度の力が必要なのか確認します。 

 想像以上に力が必要ですぐに疲労してしまうため、正しい知識と技術を持って心臓マッサージが出来る

人が増えるといいね、と生徒たちが話し合っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●将来、福祉施設への就職を希望している生徒は利用者が急変したとしても慌てることなく適切な対応と

行動をとることができるよう真剣に授業を聞き、実践しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実際に福祉棟にある AED も確認し、扉も開けました。扉を開けるとブザーが鳴ることも実際に体験して

みないと分からないことなので生徒たちも驚いていました。 


